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真生会 透析治療の現在　センター化 1 周年を迎えて　　　  新任医師の紹介
電子カルテを独自に作成 情報室　　　ユニフォームが変わりました！
認知症の方の家族や介護者へ、関わり方のポイント　　Dr. 佐々木の中国訪問記～黄河三門峡病院と調印～

劇を通じて地域の皆様に健康をお届けする劇団 TIPS



23

　

透
析
室
、
腎
臓
内
科
、
泌
尿
器
科
が

連
携
し
、
南
館
１
階
の
新
た
な
ス
ペ
ー

ス
で
透
析
患
者
さ
ん
に
対
応
す
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

昨
年
９
月
に
は
新
シ
ス
テ
ム
を
導

入
。
こ
れ
に
よ
り
今
ま
で
手
書
き
で
記

録
し
て
い
た
患
者
さ
ん
の
体
重
や
血
圧

等
の
デ
ー
タ
を
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
の
モ
ニ

タ
ー
で
把
握
し
、
患
者
さ
ん
の
状
態
を

見
な
が
ら
適
切
に
体
調
管
理
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
受
入
れ
患
者
さ

ん
の
増
加
に
伴
い
、
透
析
を
開
始
す
る

ま
で
の
準
備
に
や
む
を
得
ず
時
間
を
要

し
て
い
ま
す
。
待
ち
時
間
に
伴
う
負

担
を
軽
減
す
る
う
え
で
、
シ
ス
テ
ム
の

改
善
が
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
て
い
ま

す
。

臨
床
工
学
技
士
の
役
割

　

現
在
、
５
名
の
臨
床
工
学
技
士
が
勤

務
し
て
い
ま
す
。
医
療
機
器
の
専
門
職

で
あ
る
臨
床
工
学
技
士
は
、
患
者
さ
ん

の
透
析
前
後
の
検
査
デ
ー
タ
を
調
べ
、

透
析
の
効
率
が
良
く
な
る
（
体
内
毒
素

の
除
去
率
が
上
が
る
）
よ
う
に
透
析
時

の
設
定
を
変
え
て
い
ま
す
。（
↓
）

　

透
析
の
効
率
が
悪
く
な
る
と
体
に
毒

素
が
た
ま
り
、
寿
命
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
健
康
な
人
は
食
事
の
た
び
に

腎
臓
が
働
い
て
、
毒
素
が
適
切
に
排
出

さ
れ
ま
す
が
、
透
析
患
者
さ
ん
は
週
に

３
回
の
透
析
が
腎
臓
の
役
割
を
果
た
し

ま
す
。

個
々
の
患
者
さ
ん
へ
の
ケ
ア

　

看
護
師
が
日
常
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
う
「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
外

真生会 透析治療の現在
　　　センター化１周年を迎えて

平成３０年 5 月に南館が増築した直後と比べて現在の受入れ人数は２倍になり、医師、看護師、
臨床工学技士らのスタッフが協力して治療にあたっています。森

もり

田
た

茜
あかね

看護師（下の写真１列目右

から 2 人目）と、小
こ

栁
やなぎ

和
かず

基
き

臨床工学技士（下の写真２列目中央）に１年間の変化を聞きました。

来
」
を
週
に
３
回
設
け
て
い
ま
す
。
内

科
受
診
の
結
果
、
腎
臓
の
数
値
が
悪
化

し
て
い
る
方
に
は
、
医
師
が
Ｃ
Ｋ
Ｄ
外

来
の
予
約
を
お
勧
め
し
ま
す
。
糖
尿
病

か
ら
腎
臓
を
悪
く
さ
れ
る
方
も
多
い
た

め
、
糖
尿
病
診
療
部
門
と
の
連
携
も
密

に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
年
間
は
業
務
の
シ
ス
テ
ム
整

備
を
中
心
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
２
年

目
は
個
々
の
患
者
さ
ん
に
合
っ
た
ケ
ア

を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

腎臓病教室の開催

劇団TIPS が腎友会に
「劇団 T

チップス

IPS」は、当院の放射線技師、看護師、

理学療法士、管理栄養士、歯科衛生士、施設管

理課スタッフ、フロアマネジャーで結成された

演劇集団。劇を通じて健康に関する豆知識（＝

T
チ ッ プ ス

IPS）を楽しく学んでいただきたいと院内外で

活動しています。6 月 9 日（日）には昨年に引

き続き NPO 法人富山県腎友会の定期大会にご

招待いただき、透析患者を主人公にした劇を上

演しました。劇中では富山県腎友会の池田充会

長（右下写真中央）との共演も実現し、会場か

ら大きな反響があ

りました。

劇団 TIPS は今後

も地域の皆様か

らのオファーを

お待ちしており

ます。

３月の第２木曜日は「世界腎臓デー」と定めら

れ、腎臓病の早期発見と治療の重要性を啓発す

る取り組みが世界各地で行われています。当院

でも毎年３月に「腎臓病教室」を行っています。

講師を務めたスタッフの感想を紹介します。

【松
まつ

田
だ

 眞
ま り こ

理子看護師（糖尿病療養指導士）】 

糖尿病腎症はある日急に発症するのではなく、 

長年の経過で腎臓が傷んできます。しかし、血

糖のコントロールをしていれば腎症が急に進む

ことはありません。糖尿病だけでなく、高血圧

や加齢など腎臓が悪くなる要因はいくつかあり

ますが、良いと思ってしていた健康法が意外と

腎臓に悪かったということも少なくありませ

ん。患者さんと一緒に腎臓病について学んでい

きたいと思いました。

【惣
そうまん

万 洋
ようすけ

輔医療ソーシャルワーカー】 

透析の費用負担を軽減する制度について紹介し

ました。実際に申請が必要となった場合、病状

や所得、年齢によって受給できる内容が変わり

ます。申請し、適切なサービスを受けていただ

けるように、お手伝いいたします。医療ソーシャ

ルワーカーへの相談依頼については、最寄りの

スタッフに声をおかけください。

会場のみんなで体を動かし、腎臓病を予防！

詳しく知ろう
！腎臓病



45

岩
いわ

田
た

 安
やすひろ

弘医師
（呼吸器内科）

田
た

中
なか

 宏
ひろあき

明医師
（呼吸器内科）

香
川
県
出
身
。
久
留
米
大
学
卒
業

後
、
福
岡
の
病
院
で
勤
務
し
、
10

年
ほ
ど
前
に
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い

憧
れ
の
富
山
へ
移
住
。
マ
イ
バ
ッ

グ
持
参
率
が
9
割
超
え
と
言
わ
れ

る
富
山
県
民
の
勤
勉
さ
に
感
服
す

る
。
山
登
り
が
趣
味
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
当
院
か
ら
見
え
る
立
山
の

風
景
に
愛
着
を
持
つ
。
好
き
な
富

山
弁
は
「
～
ら
れ
」。

（
一
言
コ
メ
ン
ト
）

専
門
で
あ
る
肺
が
ん
は
新
し
い
治

療
法
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き
て
い
ま

す
。
最
先
端
を
学
び
、
患
者
さ
ん

か
ら
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
診
療
に
あ
た
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

愛
知
県
出
身
。
名
古
屋
大
学
に
進

学
す
る
も
、
医
師
を
志
し
富
山
大

学
医
学
部
に
再
入
学
。
地
元
で
初

期
研
修
後
、
当
院
で
２
年
半
、
内

科
全
般
を
経
験
し
た
。
呼
吸
器
専

門
医
の
取
得
を
目
指
し
て
４
年
前

に
富
山
大
学
第
一
内
科
へ
。
自
利

利
他
の
精
神
を
掲
げ
る
当
院
の
理

念
に
惹
か
れ
、
今
年
４
月
に
真
生

会
に
戻
っ
て
き
た
。
趣
味
は
サ
ッ

カ
ー
で
、
院
内
の
フ
ッ
ト
サ
ル

サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
る
。

（
一
言
コ
メ
ン
ト
）

90
歳
を
超
え
て
も
元
気
な
患
者
さ

ん
が
多
い
で
す
ね
。
呼
吸
器
疾
患

だ
け
で
な
く
、
一
人
の
方
を
幅
広 

く
、
ト
ー
タ
ル
で
診
療
す
る
こ
と

を
心
が
け
て
い
ま
す
。

新任医師の紹介

　

当
院
に
電
子
カ
ル
テ
（
患
者
さ
ん
の
診

療
記
録
を
紙
で
は
な
く
電
子
シ
ス
テ
ム
上

で
行
う
）
が
導
入
さ
れ
た
の
は
今
か
ら
12

年
前
で
す
が
、
今
年
の
5
月
3
日
か
ら
新

し
い
電
子
カ
ル
テ
に
変
わ
り
ま
し
た
。
患

者
さ
ん
の
中
に
は
、
受
付
機
や
受
付
票
、

番
号
表
示
画
面
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
気
づ

か
れ
た
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

も
新
電
子
カ
ル
テ
導
入
の
一
環
で
変
わ
っ

た
こ
と
で
す
。
当
院
の
情
報
室
と
い
う
部

署
が
院
内
で
電
子
カ
ル
テ
を
作
成
し
、
当

院
に
マ
ッ
チ
し
た
シ
ス
テ
ム
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。
患
者
さ
ん
と
接
す
る
こ
と
は

め
っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ

ム
を
担
う
情
報
室
ス
タ
ッ
フ
が
診
療
部
門

を
力
強
く
支
え
て
い
ま
す
。

真生会デンタルクリニック

医療秘書課

病院職員は１日の中で大半の時間をユニフォームを着て過ごすことにな
ります。機能性もデザインも、できるだけ全員が気持ちよく仕事ができ
るようにと検討を重ね、今回の新ユニフォームに決定しました。フレッ
シュなターコイズブルーで心機一転、職員も患者さんも笑顔になるよう
に一層努めていきます！ 

整形外科に入るスタッフのユニフォームが一新しました。今まで男性は
Ｙシャツとパンツ、女性はブラウスとスカートでしたが、医師の診察や
処置に付き添うため、その場にふさわしい動きやすいユニフォームにな
りました。患者さんや職員から「さわやかだね」「かっこいいね」「清潔
感があるね」と好評を得ています。

電
子
カ
ル
テ
を
独
自
に
作
成

        

情
報
室電子カルテの作成に携わった

情報室の帯
お び は ら

原真
ま さ し

嗣主任

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
変
わ
り
ま
し
た
！
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★
認
知
症
の
方
の
家
族
や
介
護
者
へ
、　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
わ
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
★

　

認
知
症
の
治
療
は
薬
物
療
法
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
リ
ハ
ビ
リ
や
地
域
の

サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
し
て
、
残
っ
て
い

る
身
体
的
・
精
神
的
な
機
能
を
な
る
べ

く
長
く
維
持
す
る
こ
と
、
ま
た
、
ご
家

族
や
介
護
者
が
ど
の
よ
う
に
認
知
症
の

方
と
接
す
る
か
と
い
う
こ
と
も
非
常
に

重
要
で
す
。

　

認
知
症
の
方
の
ご
家
族
や
介
護
者

は
、
介
護
を
行
う
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
疑

問
や
不
安
を
抱
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
適

切
な
対
処
が
取
れ
ず
に
認
知
症
の
症
状

が
悪
化
し
た
り
、
ま
た
、
介
護
す
る
側

の
心
身
が
疲
れ
き
り
、
介
護
が
続
け
ら

れ
な
く
な
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
認
知
症
の
方
の
ご
家
族
や
介

護
者
の
多
く
が
疑
問
に
思
っ
て
い
る
、

「
認
知
症
の
方
と
の
関
わ
り
方
」
に
つ

い
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
（
左

の
ペ
ー
ジ
）。
中
で
も
特
に
１
～
３
に

つ
い
て
詳
し
く
お
話
し
し
ま
す
。

●
「
何
も
わ
か
っ
て
い
な
い
」
は
誤
り

　
　
で
す
。

　

物
忘
れ
が
増
え
た
り
、
今
ま
で
で
き

て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
す

る
変
化
に
、
誰
よ
り
も
本
人
が
驚
き
、

混
乱
し
て
い
る
の
で
す
。
言
葉
で
自
分

の
意
志
を
表
現
で
き
な
く
な
っ
て
も
、

豊
か
な
感
情
は
保
た
れ
て
い
ま
す
。「
ど

う
せ
本
人
は
わ
か
ら
な
い
の
だ
か
ら
」

と
、乱
暴
な
態
度
や
子
供
扱
い
な
ど
は
、

認
知
症
の
方
の
自
尊
心
を
傷
つ
け
、
感

情
が
不
安
定
に
な
り
、
攻
撃
的
な
行
動

へ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
本
人
が
一
番
、
自
分
の
変
化
に
驚

き
混
乱
し
て
い
ま
す
の
で
、
自
尊
心
や

感
情
は
保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま

し
ょ
う
。

●
「
そ
の
人
ら
し
さ
（
個
性
）」
を

　
　
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
認
知
症
だ
か
ら
こ
う
に
違
い
な
い
」

と
、
接
し
方
を
決
め
つ
け
る
こ
と
は
避

け
ま
し
ょ
う
。
人
に
は
各
々
に「
個
性
」

や
「
歴
史
」
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
認

知
症
に
な
っ
て
も
「
そ
の
人
ら
し
さ
」

は
過
去
か
ら
現
在
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

る
も
の
で
す
。「
こ
の
人
の
場
合
、
い

ま
は
何
を
望
ん
で
い
る
だ
ろ
う
」
と
、

認
知
症
の
方
の
言
葉
に
で
き
な
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
探
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

人
は
「
自
分
ら
し
さ
」
が
尊
重
さ
れ
て

い
る
と
感
じ
ら
れ
る
環
境
で
あ
れ
ば
、

安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す

ね
。「
認
知
症
の
人
」
で
は
な
く
、「
そ

の
人
ら
し
さ
」
に
目
を
む
け
て
接
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

●
「
否
定
よ
り
も
肯
定
」
の
気
持
ち
で

　
　
接
し
ま
し
ょ
う
。

　　

介
護
を
し
て
い
る
と
、
認
知
症
の
方

の
思
わ
ぬ
言
動
に
戸
惑
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
誤
り
や
失
敗
が
あ
っ
た
時
に
、

強
い
口
調
で
否
定
や
叱
責
を
し
た
り
、

理
屈
に
任
せ
た
説
得
を
し
て
い
る
と
、

認
知
症
の
方
は
罪
悪
感
や
孤
独
感
を
募

ら
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。
ま
ず
、誤
り
や
失
敗
に
対
し
て「
大

丈
夫
で
す
よ
」
と
肯
定
す
る
気
持
ち
を

示
し
ま
し
ょ
う
。
そ
う
す
る
と
、
受
け

入
れ
ら
れ
る
こ
と
で
罪
悪
感
や
孤
独
感

は
和
ら
ぎ
、
失
敗
に
め
げ
ず
に
再
び
意

欲
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
認
知
症

の
方
が
失
敗
を
恐
れ
ず
に
暮
ら
せ
る
環

境
作
り
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
介
護
者

も
一
人
で
あ
れ
ば
負
担
が
増
え
て
し
ま

い
ま
す
。
周
囲
の
人
達
と
協
力
体
制
を

取
り
、
心
に
余
裕
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　　　　　     ☆ポイントのまとめ☆
１：その人の自尊心や個性を大切にする。

２：言葉になりづらい気持ちを推し量る。

３：間違いや失敗を「大丈夫ですよ」と受け入れる。

４：何か役割がもてるように支援する。

５：言葉だけでなく笑顔やスキンシップも心がける。

６：一人ではなく、複数の協力を得て支える。

Dr. 佐々木の中国訪問記
～黄

こう

河
が

三
さん

門
もん

峡
きょう

病院と調印～

3 月 26 日から 31 日までの約 1 週間、中国を訪問した内科の佐々木医師。
滞在中の出来事を宮下医療通訳（中国・瀋陽市出身）と振り返っています。

           いやぁ、中国というのは大きな国ですね！       

　　　中国のスケールに圧倒されるばかりでした。

         先生は中国に来られたのは初めてでしたね。

　　　何が一番印象的でしたか？

          何と言っても今回のメインイベントは、黄
こ う

河
が

　　　三
さんもんきょう

門峡病院と真生会の調印式です。当院はこれ

　　　まで、中国にある 3 つの病院と友好協力関係を

結んできました。今回 4 つ目の友好病院となったのが

黄河三門峡病院です。調印式の真っ赤なステージは、

圧巻でした。

　　　赤はお祝いの色で、中国の旧正月（春
しゅんせつ

節）のイ    

         ベントでも赤色や金色がよく使われます。日　

　      本の紅白のようなイメージですね。

　      病院前の広場に医師や看護師が整列し、私たち 

         がステージに向かっていく様は、テレビで見る

         映画の授賞式のような雰囲気でした。しかしそ

んな中、患者さんが広場の横を通って普通に受診に来

られているんですよね。多くのスタッフが式に出て大

丈夫かと思いましたが・・・。

　         黄河三門峡病院は河
か

南
な ん

省三門峡市にある公

　　      立病院で、病床数は約 1,000 床です。おそら

　　　　く調印式に出ていた 10 倍くらいのスタッフ

がいるので、調印式をしながら診療もできるのだと

思います。

　　　　調印式の後は学術シンポジウムが行われ、　

　　　　私は真生会の理念と日本の内科診療の現状

　　　　について講演しました。黄河三門峡病院で

は毎年 3 月と 11 月に学術シンポジウムが行われてい

るのだそうですね。今回は第 10 回目だとか。

　　　　そうですね。日本だけでなくアメリカから

            も眼科医師が 2 名招待され、講演があり  

            ました。当院からも真鍋院長と舘アイセン

ター長の講演がありました。佐々木先生は別会場で

したね。英語で講演されたのですか？

　         英語で講演するために移動の飛行機や新幹

　　　　線の中で一生懸命に準備をしていたんです

            が…。会場に行ってみたら日本語のできる

現地の方が中国語に通訳してくれることになり、な

ぜか自分の書いた英文を日本語に訳してスピーチす

ることになったんですよね。これも中国訪問の思い

出の一つです。（次のページに続く）

佐
さ さ き

々木 彰
あ き ひ と

一
医師

宮
み や し た

下 麗
れ い

娜
な

医療通訳



診療科
内科、外科、小児科、整形外科、耳鼻咽喉科、

皮膚科、形成外科、眼科、麻酔科、心療内

科、精神科、神経内科、放射線科、泌尿器

科、消化器内科、呼吸器内科、リハビリテー

ション科、腎臓内科、血液内科、循環器内科、

糖尿病・代謝内科、緩和ケア内科、

真生会デンタルクリニック（歯科）

　受付・診療時間
　【午前外来】平日・土曜日

　受付 8:00 ～ 11:30

　（診察 8:50 ～※整形外科のみ 9:00 ～）

　7:45 から整理券を配布します。

　正面玄関は 7:45 に開きます。

　診療時間以外は、時間外出入り口を
　ご利用ください。

　【昼外来】

　アイセンター（眼科）のみ
　受付 13:30 ～ 16:00（診察 14:00 ～）
　※火曜日のみの受付です。

　小児科のみ（※火、木曜日のみです）
　火曜日　受付 15:00 ～ 17:00
　　　　　（診察 15:00 ～）
　木曜日　受付 13:30 ～ 17:00
　　　　　（診察 13:30 ～）

　【夕方外来】月、水、金曜日のみ

　受付 16:00 ～ 19:00

　（診察 16:30 ～、※整形外科と眼科のみ
      17:00 ～）

　2 つ以上の科を受診される際は、午前は　
　11:00 まで、夕方は 18:30 までに受付をお
　済ませください。

　【休診日】土曜日午後、日曜日、祝日

　休診時間帯は、当番医師が待機して
　おります。
　※ 2019 年 6 月時点の診療体制です。
         診療時間は変更する場合がございます。
　　事前にお確かめください。

診療案内
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編集後記
当院で 2ヶ月に 1度開催している認知症カフェ「カフェ・なでしこ」では、
医師のミニ講座、ミニイベント、個別相談を実施。中でも個別相談を希
望される方が増えています。地域包括支援センターのケアマネジャー、
当院の医師、看護師、作業療法士、医療ソーシャルワーカーなど、相談
内容に応じて専門家に具体的な悩みを相談できるのが特色です。個別相
談から必要なサービスを受けられる医療・福祉・行政機関につながる事
例も多いです。ぜひこの機会をご活用ください。カフェの日程は当院の
ホームページや射水市の広報誌『広報いみず』に掲載されています。

Dr. 佐々木の中国訪問記（前のページから続く）

          ところで佐々木先生、本場の中華料理はいかがでしたか？

　　　 とにかく量が多い！ 3 日目の会食で、「こんなにたくさん、全部

　　　 食べきれるかな」と思っていた料理は前菜でした。一番美味し

          かったのは小
しょう

籠
ろ ん

包
ぽ う

です。三門峡市のある中国の中
ちゅう

原
げ ん

地域（黄河

中下流域）は辛
か ら

いものが多いですが、辛い料理も得意です。中国はお酒

の文化があって、「酒を飲んだ量で商談が決まる」とも言われるとか。

中国と交流するときには、たしなむ程度でもお酒を飲める方が良いのか

もしれません。

　　　  先生は中国から医療を求めて真生会に来られる方の診療を担当 

           されていますが、今回の中国訪問を経て、どのようなことを感 

           じていますか。

　　　  中国の人口は約 14 億人と聞きます。それだけ患者さんの数も多

           く、中国の医療者が必死に医療にあたっているのを目の当たり

           にしました。中には待ち時間 10 時間以上というケースもあり、

よくこれだけ多くの患者さんを診療できるものだと驚きます。保険制度

だったり、薬を手に入れる方法だったり、日本とは大きく異なります。

残念ながら医療アクセスはよくありません。当院の理念である自利利他

の医療を中国の方にも届けるには、まず中国の事情を理解することが大

事です。今回の訪問で経験したことをこれからの中国人患者さんの診療

に活かしたいと思います。

黄河三門峡病院の調印式。真っ赤なステージに金色の紙吹雪で豪華に
行われました ( 左）。アメリカの眼科医と握手する佐々木医師（右）。

敷地内全面禁煙を実施しています。
（※病院建物内、駐車場、駐輪場すべて）

電子タバコについても
従来のタバコと同様に
敷地内全面禁煙としています。

ご理解とご協力をお願いいたします。


